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　風の工房とOIDYOハウスは、ものづくりの場所。
そこで「つくられる物」たちと、それを「つくる人」である
「作り手」たちに注目した展示販売会を、長野市の
SLOWcafeずくなし・上田市のルヴァン信州上田店２階烏帽子にて
「おてしごと展」「おてしごと展・２」を開催しました。
　両会場ともに沢山の方々がご来場くださり、ありがとうございました。
　期間中に行われたワークショップも大盛況で「つくる」ことを「しご
と」として日 を々送っているメンバーの「おてしごと」を展示から、そして
体験して感じて頂くことができ、嬉しく思っています。今後も日々の「お
てしごと」を、色々な形でお伝えしていきたいと考えています。

社会福祉法人かりがね福祉会本部
〒386-2201 長野県上田市真田町長6430-1 ライフステージかりがね内　TEL.0268-72-3431　FAX.0268-72-4406
有線 2261　URL http://www.karigane.or.jp/

会員・読者の皆様からのご意見・ご感想お待ちしています。「機関誌編集委員会」までお寄せ下さい。

Presented by 風の工房 +OIDEYOハウス

「おてしごと」展 ご報告

ケアホームそらいろ・あんず　より
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リニューアル致しました

今後とも「社会福祉法人かりがね福祉会」を

どうぞよろしくお願い申し上げます。

http://www.karigane.or.jp/

ホームページ
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ライフステージかりがねの
大改築工事が始まりました！

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
か
り
が
ね
（
旧
か
り

が
ね
学
園
）
の
改
築
工
事
が
こ
の
７

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
一部
を
除
い

て
ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
こ
の
２
年
間
で

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
三
十

二
年
前
に
全
国
六
五
〇
〇
名
に
も
及

ぶ
設
立
会
員
（
現
、
運
営
会
員
）
の

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
会

費
を
基
に
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
か

り
が
ね
福
祉
会
が
設
立
さ
れ
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
か
り
が
ね
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
▼
新
し
い
建
物
は
基
本
的
に

「
家
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。（
株
）
莫

設
計
同
人
の
松
村
正
希
代
表
と
ず
っ

と
学
び
、考
え
続
け
て
き
た
の
は
、「
人

が
元
気
に
な
れ
る
、
生
き
生
き
と
す

る
、
豊
か
に
な
る
」
居
場
所
＝「
家
」

作
り
で
す
。
利
用
者
さ
ん
自
身
の
努

力
も
必
要
な
こ
と
で
す
が
、
周
り
の

環
境
が
い
の
ち
を
守
り
、
居
心
地
の

良
さ
や
安
心
感
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
さ
ん
が
本
来

持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し
て
い
く
状
況

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
食
べ
る
こ
と
、

排
泄
す
る
こ
と
、
寝
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
、
と
いっ
た

こ
と
の
支
援
を
通
じ
て
、
五
感
を
刺

激
し
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
き

ま
す
▼
建
物
は
本
来
利
用
者
さ
ん
の

た
め
の
も
の
で
す
。
設
計
事
務
所
と

管
理
職
だ
け
が
検
討
し
て
作
る
も
の

で
は
な
く
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
、

様
々
な
人
が
参
加
し
、
そ
こ
に
当
事

者
で
あ
る
利
用
者
さ
ん
が
加
わ
っ
て
こ

そ
、「
人
が
元
気
に
な
る
、
生
き
生

き
と
す
る
、
豊
か
に
な
る
」
居
場
所

が
創
り
出
さ
れ
ま
す
。
手
間
が
か
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
利

用
者
さ
ん
も
参
加
し
て
の
現
場
打
ち

合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
建

設
工
事
が
始
ま
っ
た
こ
れ
か
ら
が
本

当
の
意
味
で
の
「
創
る
」
が
始
ま
り

ま
す
▼
７
月
７
日
に
は
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
建
物
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
「
い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う

会
」
を
み
ん
な
で
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆

さ
ま
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
胸

に
し
っ
か
り
と
刻
み
つ
つ
歩
ん
で
い
き

ま
す
。（
あ
）

改
築
工
事
開
始
ー

「
創
る
」の
始
ま
り

一
筆

啓
上

【工事費　内訳】
（支　出）
建設工事費	 ３６８，５５０，０００ 円
設計監理費	 ２０，０５０，０００ 円
備品調達費	 １３，６５０，０００ 円
　合　計	 ４０２，２５０，０００ 円

（収　入）
補助金	 ２１２，２５０，０００ 円
（耐震化整備事業）
借入金	 １４０，０００，０００ 円
（２０年間で償還予定）
自己資金	 ５０，０００，０００ 円
　合　計	 ４０２，２５０，０００ 円

施工：（株）岡谷組
設計：（株）莫設計同人

ぜひとも建設資金へのご協力をお願い
いたします！
「人が元気になれる、生き生きとする、豊かになる」居場所
を求めて！
　工事期間中、みなさまにはご迷惑をおかけいたします
が、ご理解・ご協力をお願いいたします。

＜改築計画概要＞
Ｈ22年 7月：A棟（管理棟）解体
Ｈ22年 2月：部分竣工
Ｈ23年 3月：B及びC棟解体
Ｈ23年	12月：竣工
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O・DE・KA・KEO・DE・KA・KEO・DE・KA・KE探検隊！探検隊！探検隊！探検隊！第6回
この町、どの町

どこへ行こう？

利用者さんが日ごろお出かけしているところ、大好きな場所をご紹介するページです。
さぁ、今回はどんなところにいったのでしょう？

　私たちが通っている、『就労移行＆生活訓練事業
所・希咲館』の近くに、『駅前食堂』があります。
何故、『駅前食堂』かというと…。
昔、真田町には電車が走っていて、北本原駅の前に
あったので、『駅前食堂』というそうです。
　6月２８日お昼、希咲館のみんなで、駅前食堂へ行
き“暑気払い”をしました。さしみ定食・かつ丼・カ
レーライス・特大うどん・玉子丼・カレーラーメン・冷
やし中華・かつ丼…。美味しくて、みんな嬉しそうな
顔(＾＾)　欲張って特大うどんを食べた人は、夜ご
飯が食べられなかったほどボリューム満点！「食堂」
のイメージって・・・　テレビに出てくるようなおば
ちゃんがいるイメージがあったんだけど、イメージ
通りで、とても気さくなおばちゃんだったよ。また、
ご飯食べにいきますね。
希咲館にも気軽に寄ってくださいね♪

Q1　お店を始めて何年くらい経ちますか？ 
Ａ．45年
Q2　店員さんは何人くらいいますか？
Ａ．5人
Q3　今までに有名人の方が来たことはありますか？
Ａ．報道関係ではＳＢＣテレビ・ＮＢＳテレビ・ＡＢＮテレビが…
Q4　1番人気のメニューは何ですか？
Ａ．●ぽっぽや定食(ラーメン＆もつ煮＆半ライス)
   ●かつ重(醤油風味)
Q5　夜は宴会のお客さんが多いですか？
Ａ．地域の皆さんが良く利用してくれます。

Q6　駅前食堂前にあった駅名は何ですか？
Ａ．北本原
Q7　一番忙しい時期はいつですか？
Ａ．●新年会　●役場の移動の時　●忘年会
Q8　お店を始めたきっかけは？
Ａ．近くに飲み屋がなく、一杯飲み屋から…
Q9　年末、年始は営業していますか？
Ａ．すいません…　12/30～１/７まで休んでいます…
Q10　定休日は何曜日ですか？
Ａ．日曜日と祭日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

駅前食堂 えきまえしょくどう

『駅前食堂』さんの紹介文

駅前食堂さんへのインタビュー
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平成
21年度

綺麗になるからいいね、大工さ
んたちは大変だね。楽しみに
待ってるよ。（S.Mさん）

みんなが集まるところがある
といい。みんなと一緒に話すこ
とで話しの輪が生まれる。新し
い台所で何かを作るのもいい
ね。（K.Hさん）

新しい部屋になっても今まで通り
２人部屋がいいな。今はまだどうな
るのか全然分からない。うんと広く
するのかな？（T.Kさん）

新しく改築してもみんなとワイワイ楽しく暮ら
したい。段差がないほうがいい。かてれやから
工事をのんびり見てるよ。（K.Sさん）

改築中でも仕事を頑張る。冬で
も暖かいところがいい。こたつ
を使ってお茶も飲みたい。工事
を見てるのが好きだよ。
（T.Mさん）

静かな部屋でゆっくり暮らした
い。お食事どうなるのか気になる
なあ。気の合う人達と少人数でご
飯食べたいなあ。かっこいい職員
増えて欲しい。（A.Mさん）

どんな部屋か気になる。（日当た
り、広さなど）支援員と話し合
い、相談して決めていきたい。自
分で住む部屋。いい空間になれ
ばいいなあ。（C.Kさん）

早く新しいお部屋に行きたい。
（S.Fさん）

出来上がったらどうなるのか
な、工事が不安。（K.Kさん）

嬉しい。早くできないかな。
（G.Mさん）

改築に対する
利用者さんの意見

遊びに
来てね！

かりがねフェスティバルかりがねフェスティバル
今年もやります！

10月23日 土
真田地域福祉センター

開会10：00～閉会15：00

ステージイベント
各事業所製品販売コーナー

喫茶コーナー
ゲームコーナー 等々

平成
22年度
平成
22年度
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平成
21年度

綺麗になるからいいね、大工さ
んたちは大変だね。楽しみに
待ってるよ。（S.Mさん）

みんなが集まるところがある
といい。みんなと一緒に話すこ
とで話しの輪が生まれる。新し
い台所で何かを作るのもいい
ね。（K.Hさん）

新しい部屋になっても今まで通り
２人部屋がいいな。今はまだどうな
るのか全然分からない。うんと広く
するのかな？（T.Kさん）

新しく改築してもみんなとワイワイ楽しく暮ら
したい。段差がないほうがいい。かてれやから
工事をのんびり見てるよ。（K.Sさん）

改築中でも仕事を頑張る。冬で
も暖かいところがいい。こたつ
を使ってお茶も飲みたい。工事
を見てるのが好きだよ。
（T.Mさん）

静かな部屋でゆっくり暮らした
い。お食事どうなるのか気になる
なあ。気の合う人達と少人数でご
飯食べたいなあ。かっこいい職員
増えて欲しい。（A.Mさん）

どんな部屋か気になる。（日当た
り、広さなど）支援員と話し合
い、相談して決めていきたい。自
分で住む部屋。いい空間になれ
ばいいなあ。（C.Kさん）

早く新しいお部屋に行きたい。
（S.Fさん）

出来上がったらどうなるのか
な、工事が不安。（K.Kさん）

嬉しい。早くできないかな。
（G.Mさん）

改築に対する
利用者さんの意見

遊びに
来てね！

かりがねフェスティバルかりがねフェスティバル
今年もやります！

10月23日 土
真田地域福祉センター

開会10：00～閉会15：00

ステージイベント
各事業所製品販売コーナー

喫茶コーナー
ゲームコーナー 等々

平成
22年度
平成
22年度
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入
金
支
出

　
　
会
計
単
位
間
繰
入
金
支
出

　
　
経
常
支
出
計
(5
)

経
常
活
動
資
金
収
支
差
額
(6
)=
(4
)-(
5)
 

　
　
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

　
　
施
設
整
備
等
収
入
計
(7
)

　
　
固
定
資
産
取
得
支
出

　
　
施
設
整
備
等
支
出
計
(8
)

施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額
(9
)=
(7
)-(
8)
 

　
　
積
立
預
金
取
崩
収
入

　
　
財
務
収
入
計
(1
0)

　
　
借
入
金
元
金
償
還
金
支
出

　
　
積
立
預
金
積
立
支
出

　
　
そ
の
他
の
支
出

　
　
財
務
支
出
計
(1
1)

財
務
活
動
資
金
収
支
差
額
(1
2)
=
(1
0)
-(1
1)
 

収 入
就 労 支 援 事 業

活 動 に よ る 収 支

施 設 整 備 等

に よ る 収 支

財 務 活 動

に よ る 収 支

収 入 収 入支 出 支 出 支 出 支 出

経 常 活 動 に よ る 支 出

予
備
費
(1
3)
 

 
当
期
資
金
収
支
差
額
合
計
(1
4)
=
(3
)+
(6
)+
(9
)+
(1
2)
-(1
3)
 
 

前
期
末
支
払
資
金
残
高
(1
5)
 

 
当
期
末
支
払
資
金
残
高
(1
4)
+
(1
5)
 
 

勘
定
科
目

流
動
資
産

　
現
金
預
金

　
未
収
金

固
定
資
産

基
本
財
産

　
建
物

　
土
地

そ
の
他
の
固
定
資
産

　
建
物

　
構
築
物

　
機
械
及
び
装
置

　
車
輌
運
搬
具

　
器
具
及
び
備
品

　
投
資
有
価
証
券

　
移
行
時
特
別
積
立
預
金

　
人
件
費
積
立
預
金

　
修
繕
費
積
立
預
金

　
備
品
等
購
入
積
立
預
金

　
建
設
積
立
預
金

　
霊
園
永
代
使
用
権

　
返
済
積
立
預
金

　
そ
の
他
の
固
定
資
産

22
1,
88
0,
43
2

12
1,
07
2,
12
3

10
0,
80
8,
30
9

47
5,
30
4,
91
6

30
6,
47
1,
51
7

23
0,
65
0,
95
4

75
,8
20
,5
63

16
8,
83
3,
39
9

39
,3
06
,7
31

17
9,
59
7

11
6,
00
5

16
,2
57
,3
77

3,
75
7,
25
6

20
,0
00

30
,6
50
,0
00

5,
00
0,
00
0

9,
20
0,
00
0

7,
50
0,
00
0

22
,4
62
,5
05

40
0,
00
0

7,
50
7,
00
0

26
,4
76
,9
28

69
7,
18
5,
34
8

当
年
度

科
目

基
本
金

　
基
本
金

国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金

　
国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
整
備
時

そ
の
他
の
積
立
金

　
移
行
時
特
別
積
立
金

　
人
件
費
積
立
金

　
修
繕
費
積
立
金

　
備
品
等
購
入
積
立
金

　
建
設
積
立
金

　
返
済
積
立
金

次
期
繰
越
活
動
収
支
差
額

　
次
期
繰
越
活
動
収
支
差
額

　（
う
ち
当
期
活
動
収
支
差
額
）

負
債
及
び
純
資
産
の
部
合
計

37
,4
52
,7
01

37
,4
52
,7
01

12
7,
65
2,
87
3

12
7,
65
2,
87
3

84
,3
19
,5
05

30
,6
50
,0
00

5,
00
0,
00
0

11
,2
00
,0
00

7,
50
0,
00
0

22
,4
62
,5
05

7,
50
7,
00
0

31
5,
42
5,
62
0

31
5,
42
5,
62
0

64
,8
66
,1
03

56
4,
85
0,
69
9

69
7,
18
5,
34
8

流
動
負
債

　
未
払
金

　
預
り
金

　
賞
与
引
当
金

固
定
負
債

　
設
備
資
金
借
入
金

　
退
職
給
与
引
当
金

32
,6
03
,1
21

12
,6
94
,3
73

5,
12
7,
75
5

14
,7
80
,9
93

99
,7
31
,5
28

73
,2
54
,6
00

26
,4
76
,9
28

13
2,
33
4,
64
9

科
目

当
年
度

資
産
の
部
合
計

負
債
の
部
合
計

純
資
産
の
部
合
計

資
産
の
部

負
債
の
部

　
脚
注
 

　
１
．
減
価
償
却
費
の
累
計
額
　
22
3,
80
2,
24
0円
 

　
２
．
徴
収
不
能
引
当
金
の
額
　
　
　
　
　
　
   
0円
 

純
資
産
の
部
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堤弥子、小池美治、児玉優一、臼井八代枝、山崎英雄、
杉原弘、仲沢文枝、成沢勝、堀内藤宏、鈴木忠志、志賀洋子、
真 田 地 域 民 生 児 童 委 員、山 宮 友 生、水 上 直 輝、
八ヶ岳名水会、滝澤寿子、山口栄子、小林由佳、
㈱タトル・モリエイジェンシー、半田幸枝、金沢綾、
北村志津子、アオヤギ印刷、㈱信州さがみ典礼

以上　野菜、お菓子、珈琲、お茶、木彫り、牛乳パック、
ウエス、観葉植物、お米券、雑巾、絵本、お米、紙おむつ他

岩見太一　小林彰　尾澤智絵　佐藤政弘　中村勝
宮入久与　唐沢順司　塩沢満孝　田中忠雄　宮嶋正範
滝澤健一　弓掛優　宮澤智子　小林俊秋　逸見信一
荒井幸枝　永井万寿夫　徳増征二　上原幸一　内堀進
金沢秀明　山崎憲彦　小池和男　大久保美子
中沢三喜夫　瀬尾忠夫　小林功子　相沢喜世子
佐野健一　坂口哲雄　矢島健二　春原道昭　宮下易吉
中村登喜雄　武捨尚　工藤量男　杉原弘　本田征瑛
宮沢要　清藤芳男　成沢勝　臼井八代枝　前島勲
柳澤正敏　恩田浩子　花岡尚　尾崎昴吉　小林崇章
神津澄夫　小池美治　佐藤光生　向井康昌　鈴木忠志
大久保一海　松沢静司　山崎喜代　赤平年三
高橋弘幸　北澤礼子　小井土昌廣　富岡信男
大島藤之助　大久保傑　増田佐喜男　井出米子
阿部きよ子　高寺徹夫　仲沢一治　仲沢澄枝　小林崇章

合計　2,518,232円

■長野県　川上哲　堀内亘　山岸順一　内川静夫
堀内元彦・和子　阪田好男　堀内友明　堀内秀徳
中 沢 盛 雄・俊 子　内 海 洋 子　関 孝 之　塚 田 弘 人
小林彰　臼井八代枝　西沢勝典　大坪義朗・栄子
南澤聖子　宮下正　金子恵　金田とよ子　田中美智子
海瀬進　海瀬喜久夫　清水良一　清水忠利　小野保明
関 口 和 雄　関 口 喜 弘　一 之 瀬 貞 美　山 崎 正 人
上原滋樹　関治男　寺澤宏幸　海瀬正之　大井好文
本 島 迪 雄　平 瀬 登 志 朗　田 中 豊 年　斉 藤 克 己
福田剛志　小堀博司桂木恵　奈良千秋　岡嶋正雄
青 木 和 則　清 水 幸 雄　萩 原 昇 一　増 田 佐 喜 男
清水邦子　小河孝　花山実　他法人職員 113 名
■東京都　漆原正　　■山梨県　鈴木理恵
■新潟県　中野雅英　　■京都府　岡本治男　

（平成22年4月1日～平成22年7月31日）

長野県
北海道
東北地方
関東地方
中部地方
北陸地方
近畿地方
中国地方
四国地方
九州地方
合計

会員数（名）
157

2

1
1

161

310,500

11,000

1,000
10,000

332,500

会費（円）

※敬称略させていただきます

寄贈物品

寄付金

運営会費

（平成22年4月1日～平成22年7月31日）

2010年度　運営会員ご入会者

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、こ

の
機
関
紙
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
は
秋
頃
に
も
な
り
、涼
し

く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。全
国

的
に
猛
暑
の
こ
の
夏
、暑
さ
に
負
け

ず
に
水
分
を
沢
山
と
り
、乗
り
切

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
か
り
が

ね
で
は
、い
よ
い
よ
改
築
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。事
務
所
な
ど
が
あ
っ

た
旧
A
棟
の
解
体
作
業
を
見
て
い

る
と
少
し
寂
し
く
な
り
ま
す
が
、新

し
い
改
築
後
へ
の
期
待
も
膨
ら
み

ま
す
。そ
し
て
一
緒
に
生
活
を
し
な

が
ら
利
用
者
さ
ん
の
期
待
や
不
安
、

ま
た
要
望
な
ど
が
聞
こ
え
て
く
る

と
、改
築
と
い
う
も
の
の
大
き
さ
を

実
感
す
る
の
で
す
。私
は
か
り
が
ね

に
お
世
話
に
な
っ
て
ま
だ
２
年
目
で

す
が
、前
々
か
ら
行
っ
て
き
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
利
用
者
さ
ん
の

新
た
な
居
場
所
・
家
づ
く
り
に
関
わ

れ
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。機
関
紙
も
今
回
が
３
５
０

号
、気
持
ち
も
新
た
に
支
援
員
や

利
用
者
さ
ん
な
ど
色
々
な
声
が
つ

ま
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
西
澤
）

編　
　

集　
　

後　
　

記
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 ［季刊］かりがね
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発行人 ● 社会福祉法人かりがね福祉会
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昭
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十
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年
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日
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認
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制
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社
会
福
祉
法
人
か
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ね
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会
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ヤ
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印
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定
価
】1
0
0
円

 
﹇
季
刊
﹈ 

か
り
が
ね

かりがねギャラリー

　風の工房とOIDYOハウスは、ものづくりの場所。
そこで「つくられる物」たちと、それを「つくる人」である
「作り手」たちに注目した展示販売会を、長野市の
SLOWcafeずくなし・上田市のルヴァン信州上田店２階烏帽子にて
「おてしごと展」「おてしごと展・２」を開催しました。
　両会場ともに沢山の方々がご来場くださり、ありがとうございました。
　期間中に行われたワークショップも大盛況で「つくる」ことを「しご
と」として日 を々送っているメンバーの「おてしごと」を展示から、そして
体験して感じて頂くことができ、嬉しく思っています。今後も日々の「お
てしごと」を、色々な形でお伝えしていきたいと考えています。

社会福祉法人かりがね福祉会本部
〒386-2201 長野県上田市真田町長6430-1 ライフステージかりがね内　TEL.0268-72-3431　FAX.0268-72-4406
有線 2261　URL http://www.karigane.or.jp/

会員・読者の皆様からのご意見・ご感想お待ちしています。「機関誌編集委員会」までお寄せ下さい。

Presented by 風の工房 +OIDEYOハウス

「おてしごと」展 ご報告

ケアホームそらいろ・あんず　より

昭
和
54
年
9
月
26
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
　
3
、6
、9
、12
月
1
日
発
行
　
平
成
22
年
9
月
1
日
発
行
　
第
3
5
0
号

秋

リニューアル致しました

今後とも「社会福祉法人かりがね福祉会」を

どうぞよろしくお願い申し上げます。

http://www.karigane.or.jp/

ホームページ


